
令和６年度 学びのエリア研修 実施計画書 
１ みどりの学びのエリア ２ 三園小・高島三小・高島五小・高島三中 ３ エリア長 高島第三中学校 百瀬一郎 

４ 研修会 ①5/8(水)高三中 ②8/28(水)高三中 ③10/30(水)三園小 ５ 運営委員会 ①未定 ②未定 ③未定 

６ 令和５年度の成果：①ｉＣＳ委員会エリア合同開催 ②標語｢いじめ」の作成と交流 

           ③収穫物の販売および三駅作品展示の実施（児童・生徒作品） 

   課題：①学習内容系統図の効果的な活用 ②総合での探究的な学習の小小連携と小中一貫への取組 

7                       年 間 計 画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時 期 取 組 具体的な内容 

※年間取組 
 
 
 
 
※４月～１２月 
 
５月８日（水） 

 
 
 
※５月中旬 
 
７月 ６日（土） 

 
７月 ８日（月） 

   ～１０日（水） 
 

※夏季休業期間 
 
７月３０日（火） 

 
８月２８日（水） 

 
 
 ８月２８日（火） 
 
９月２１日（土） 

 
１０月３０日（水） 
 
 
 
※１０～１１月 
 
 
１１月２６日（火） 
   ～２８日（木） 
  
※３学期 

 
２月 １日（土） 
  ～２８日（金） 
 

 ２月中 

小中一貫教育の可視化 
 
 
 
 
小中相互乗入れ授業参観 
 
研修会１(高三中) 
 
 
 
標語の交流 
 
小学生授業見学・体験 
 
小学生部活動体験期間 
 
 
中学生の出張学習支援 
 
４校で収穫物の合同販売 
 
研修会２（高三中） 
 
 
７年生の学習支援 
 
小学生招待リレー 
 
研修会３(三園小) 
 
 
 
中学生の出前合唱 
交換作品展示 
 
８年生職場体験 
 
 
出前授業・来校授業 
 
４校で三駅作品展示 
 
 
次年度に向けての検討 

① 学習内容系統図の校内掲示と授業における有効活用 
② 「横断幕」正門掲示「授業の約束５ヶ条」「５つの生活習慣」の教室掲示 
③ 「シンボルマーク」の年間活用 
④ ７・８・９年生の標示と呼称の推進 
 
小学校教員の中学校授業参観 
 
① 授業公開、指導略案に学習内容系統略図と｢読み解く力｣の観点(13:35～) 
② 分科会１(６年度の焦点＝学びのエリアで徹底することを決定する) 
③ 分科会２【教科会】読み解く力の育成(系統性等の検討) ＴＯＦＡＳ分析 
 
児童・生徒が「挨拶」に関する標語を作成し、各校に掲示する 
 
土曜授業を見学し、○○の授業を親子で体験（高三中） 
 
小学生（小６対象）の部活動体験（高三中） 
 
 
中学生リトルティーチャー（小学校の学習教室に出張支援） 
 
新高島平名店街 エリアＣＳ支援 
 
１５：００～都立の高校入試問題の解説（全教員参加：教科会） 

（中学校で必要になる資質・能力を考える） 
 
午前中の学習教室で小学校各校１名教員の乗入指導（高島三中） 
 
中学校運動会で小学生の招待リレー（６年→７年→８年→９年がバトンを繋ぐ） 
 
授業公開（予定１３：３０～） 
分科会【教科会】読み解く力の育成(系統性等の検討) 
         第１回目に決めた徹底する事柄の実践報告や問題点の検討 
 
中学生による出前合唱（〇〇小へ）依頼後，調整 
図工や美術等の作品を交換して展示，担当で相談 
 
８年生の職場体験（三園小・高島三小・高島五小へ） 
 
 
６年生対象に小学校の要望を検討・調整して実施 
 
高島平駅・新高島平駅・西高島平駅 エリアＣＳ支援 
 
 
「みどりの学びのエリア２０２５」の方向性の検討（会場：高島三中） 

1 あいさつの励行

2 礼儀や言葉遣いの指導
3 きまりやルールの指導

1 いじめ見逃しゼロ

2 道徳教育の充実
3 不登校問題への対応
4 児童生徒の交流活動

基礎・基本の徹底学力・学ぶ意欲の向上授業のマナー
ルールの徹底

Ｂ
具
体
的
な
手
だ
て

1 板橋区授業スタンダード
①授業の目標（めあて）

の明示と振り返りの実施
②自力解決（一人で考える）
③協働学習（友達と考える）
④本時の振り返り

目標（めあて）が達成されたか
分かったこと・できたこと・
考えたこと ○○字で振返る

2 一人一台パソコン・ＩＣＴ機器
等の効果的な活用

3 書くことの指導(字数指定)

根拠を基に説明したり書かせる

授業の約束５ヶ条
〈５～９年生〉

1 授業が始まる前に準備
をする

2 姿勢を正す

3 最後までしっかり話を

聴く

4 ノートをしっかりとる

5 自分の考えをもつ

〈１～４年生〉
１ 次の学習準備をする

２ よい姿勢で学習する
３ 話を最後まで聴く

４ ていねいにノートを
とる

５ 自分の考えをもつ

１ 読み解く力の育成
Ｉｎｐｕｔ ：認識 読み取ったこと
Ｔｈｉｎｋ ：思考 分かったこと

考えたこと
Ｏｕｔｐｕｔ：表現 伝える
２ 学習内容系統図の活用
３ ＴＯＦＡＳの実施と分析
４ 小中教員相互授業参観
５ 補習教室の充実
６ 家庭学習の習慣化
７ 読書活動の推進

1 定期的ないじめ
調査・アンケート

2 道徳教育の充実
3 特別に支援が必要な

子どもへの指導
校内委員会を中心とし

た組織的な取組
4 交流や体験活動の充実

５つの生活習慣
〈５～９年生〉

1 あいさつができる

2 提出物を期日までに出す

3 時間を守る

4 場をわきまえた言動ができる

5 身だしなみをきちんとする

〈１～４年生〉
１あいさつ・返事をする

２メモをして忘れ物をしないよ

うにする

３時間を守り、着席をする

４ていねいな言葉づかいをする

５身だしなみを整える

めざす

子ども

像

Ｃ Ｒ６年度の焦点

エリアで徹底する

自ら学ぶ子ども

○自分の意見をもち、伝え、友達の意見も聴く。

○基礎学力の習得とその活用により、ものご

との本質が考えられる。

心身ともに健康で
思いやりのある子ども

○豊かな感性を身につける。

○ものごとに協働して取り組み、果敢に挑戦する。

規範意識を身につけ
自立した子ども

○自ら考え、判断し、行動する

ことができる。

小中一貫教育
みどりの学びのエリア

２０２４

～ 研修会時の授業公開 ～

① 板橋区授業スタンダードを実践する。
② 指導略案は読み解く力の視点を組み

入れ、学習内容系統略図も入れて作
成し、データを共有に保存しておく。

① Ｃの「R６年度の焦点」は学びのエリアで徹底することを第１回目の研修会の≪分科会１≫（①～⑤分科会)で

決め、赤枠に一つ掲げて一年間取り組む。

② その後、≪分科会２≫の教科会で「読み解く力」の育成について系統的・一貫的な土台を検討する。

③ 第２回目の研修会は夏季休業中の8月28日(水)15:00から高三中にて都立の高校入試問題の解説。

中学校で必要になる資質・能力を考える。

④ 第３回目の研修会は10月30日(水)三園小で13:30～授業公開

○ 教科会で「読み解く力」の育成について系統性等の検討をする。

分科会：①授業規律 ②学ぶ意欲 ③基礎・基本 ④思いやり ⑤規範意識

交流
活動

Ｍみどりの

○学びの

エリア
研修会

標語｢いじめ｣R２・５ 標語｢挨拶｣Ｒ３・６ ｢時間｣R４・７

シンボルマークの活用

１ 収穫物の販売
○ 7/30(火)
２ 三駅展示

○ R7.2/1～末日 小教員乗入補習 8/28

６年運動会Ｒ 9/21

中リトルＴ夏休

中出前授業

交換作品展学習内容系統図

ＴＯＦＡＳ分析・方策

学力調査結果共有・分析・方策(RST)

８年職場体験 11/26～28小児授業体験・見学 7/6 小部活体験 7/8～10 ９年出前合唱

言葉の力を上げて、分かったこ
と、できたことを増やす

小中教員の相互授業参観１・２学期

授業が始まる前に
準備をする

一人一台パソコン・ＩＣＴ
機器等の効果的な活用

読み解く力の育成
Ｏｕｔｐｕｔ：表現 伝える

交流や体験活動の
充実

場をわきまえた
言動ができる


